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一

は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
甲
南
大
学
人
間
科
学
研
究
所
、
お
よ
び
、
甲
南
大
学
心
理

臨
床
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
共
同
で
開
催
さ
れ
た
、
子
育
て
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
活
動
報
告
を
行
う
。

今
年
度
開
催
さ
れ
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、｢

う
り
ぼ
う
く
ら

ぶ｣

、｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

の
二
種
類
で
あ
る
。

二

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ

う
り
ぼ
う
く
ら
ぶ
は
、
毎
月
第
二
・
四
火
曜
日
の
午
前
十
一
時
か
ら
十

二
時
半
に
、
地
域
の
親
子

(

就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者)

を
対
象

と
し
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
毎
回
予
約
制
で
あ
り
、
二
〇

一
四
年
は
十
九
回
開
催
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
前
半
は
、
親
子
で
参
加
で

き
る
ふ
れ
あ
い
遊
び
や
手
遊
び
、
季
節
に
合
わ
せ
た
制
作
活
動
や
運
動
を

行
う
。
親
子
が
安
心
で
き
る
雰
囲
気
の
中
で
、
遊
び
を
通
し
て
親
子
の
交

流
を
促
進
で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。
ま
た
、
後
半
の
自
由
遊
び
は
、

子
ど
も
の
自
発
的
、
主
体
的
な
活
動
を
重
視
し
て
い
る
。
二
〇
一
四
年
二

月
か
ら
三
月
に
実
施
し
た
参
加
者
対
象
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

｢

家
で
は
で

き
な
い
遊
び
、
体
験
が
で
き
る｣

、｢

無
理
が
な
い
進
め
方
な
の
で
、
個
人

の
ペ
ー
ス
が
守
ら
れ
て
良
い｣

な
ど
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。
今
後
は
、

地
域
に
根
づ
い
た
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
さ
ら
に
発
展
で
き
る

よ
う
努
め
た
い
。

｢

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

は
、
就
学
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
と
し
、
保
護
者
と
子
ど
も

が
そ
れ
ぞ
れ
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
行
う
活
動
で
あ
る
。
子
ど
も
の
グ
ル
ー

プ
が

｢

プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り｣

、
保
護
者
の
グ
ル
ー
プ
が

｢

子
育

て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り｣

と
な
っ
て
お
り
、
両
者
は
同
じ
日
時
に
同

時
並
行
で
別
々
の
場
所
で
開
催
さ
れ
る
。
全
五
回
の
活
動
を
一
ク
ー
ル
と

し
、
前
期
・
後
期
と
年
間
二
ク
ー
ル
行
う
。
参
加
者
は
各
ク
ー
ル
ご
と
に

募
集
し
、
固
定
し
た
メ
ン
バ
ー
で
一
ク
ー
ル
活
動
す
る
。
前
期
は
六
月
か

ら
七
月
に
か
け
て
隔
週
水
曜
日
十
時
半
か
ら
十
二
時
ま
で
の
九
十
分
を
五

回
、
後
期
は
十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
同
じ
く
同
時
間
帯
の
隔
週
水
曜

日
で
開
催
さ
れ
た
。
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三

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
＆
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ

ど
ん
ぐ
り

子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
活
動
報
告



そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
の
あ
ら
ま
し
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

三－
一

二
〇
一
四
年
度
前
期

(

第
二
十
四
期)

第
二
十
四
期
は
、
こ
れ
ま
で
以
前
に
も
参
加
の
経
験
の
あ
る
五
組
の
親

子
、
母
親
五
名
と
子
ど
も
六
名
が
参
加
し
た
。
参
加
の
べ
人
数
は
、
保
護

者
二
十
一
名
、
子
ど
も
十
二
名
、
合
計
三
十
三
名
で
あ
っ
た
。
ま
つ
ぼ
っ

く
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
後
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
ス
タ
ッ

フ
は
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ル
ー
ム
相
談
員
一
名
、
修
了
生
で
本
活

動
の
経
験
者
三
名
が
活
動
の
中
心
を
担
い
、
最
終
回
の
み
修
士
課
程
の
大

学
院
生
三
名
が
加
わ
っ
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。第

一
回：

｢

偏
愛
マ
ッ
プ｣

本
企
画
担
当
の
新
道
が
、
参
加
者
同
志
普

段
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
知
り
あ
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
ワ
ー

ク
を
実
施
し
た
。
参
加
者
同
士
は
す
で
に
顔
な
じ
み
で
あ
っ

た
が
、
こ
の
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
初
め
て
知
っ
た
意
外
な
面
な

ど
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

第
二
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク｣

本
学
修
了
生
の
甲
斐
暁
子
先
生
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
参
加

者
が
今
こ
こ
で
話
題
に
し
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合

い
の
機
会
が
持
た
れ
た
。

第
三
回：
｢

茶
道
体
験｣

本
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
十
八
号
館
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室
を
使
っ
て
、

茶
道
の
体
験
を
行
っ
た
。

第
四
回：

｢

体
験
・
グ
ル
ー
プ
箱
庭｣

普
段
使
用
し
て
い
る
甲
南
大
学

十
八
号
館
の
教
室
か
ら
、
場
所
を
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

の
面
接
室
に
移
し
、
新
道
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
と
な
り
、

グ
ル
ー
プ
箱
庭
を
実
施
。
参
加
者
に
と
っ
て
初
め
て
箱
庭
を

制
作
す
る
体
験
と
な
っ
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
講
話｣

本
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
い
な
が
ら
参
加
者
の
子

育
て
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

三－

二

二
〇
一
四
年
度
後
期

(

第
二
十
五
期)

第
二
十
五
期
は
、
第
二
十
四
期
と
同
じ
メ
ン
バ
ー
、
五
組
の
親
子
、
母

親
五
名
と
子
ど
も
五
名
が
参
加
し
た
。
参
加
の
べ
人
数
は
、
保
護
者
十
九

名
、
子
ど
も
十
名
、
合
計
二
十
九
名
で
あ
っ
た
。
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
ス
タ
ッ

フ
は
後
述
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
通
り
、
ど
ん
ぐ
り
の
ス
タ
ッ
フ
は
カ
ウ
ン
セ

リ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ル
ー
ム
相
談
員
一
名
、
修
了
生
で
本
活
動
の
経
験
者
三

名
で
あ
っ
た
。

子
育
て
サ
ー
ク
ル
ま
つ
ぼ
っ
く
り
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
で
あ

る
。
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第
一
回：

｢

体
験
ワ
ー
ク｣

本
学
修
了
生
の
甲
斐
暁
子
先
生
が
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
と
な
っ
て
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
っ
た
。
今
回

も
、
今
こ
こ
で
話
題
に
し
た
い
こ
と
を
持
ち
寄
り
、
話
し
合

い
の
機
会
が
持
た
れ
た
。

第
二
回：

｢

箱
庭
体
験
①｣

前
の
ク
ー
ル
で
行
っ
た
箱
庭
が
好
評
で
あ
っ

た
た
め
、
今
回
は
箱
庭
療
法
さ
な
が
ら
の
箱
庭
制
作
体
験
を

実
施
し
た
。
最
初
に
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
の
新
道
か
ら
、
箱

庭
に
つ
い
て
の
簡
単
な
レ
ク
チ
ャ
ー
や
最
相
葉
月
著

『

セ
ラ

ピ
ス
ト』

(

新
潮
社
刊
、
二
〇
一
四
年)

の
紹
介
を
行
い
、

実
際
の
制
作
に
入
っ
て
も
ら
っ
た
。

第
三
回：

｢

箱
庭
体
験
②｣

前
回
の
続
き
で
、
今
回
は
作
り
手
／
見
守

り
手
の
役
割
を
交
代
し
て
実
施
。
制
作
後
、
箱
庭
を
体
験
し

た
こ
と
の
感
想
を
自
由
に
述
べ
合
っ
た
。

第
四
回：

｢

茶
道
体
験｣

本
学
学
生
相
談
室
の
友
久
茂
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、
十
八
号
館
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
室
を
使
っ
て
、

茶
道
の
体
験
を
行
っ
た
。
今
回
は
参
加
者
が
中
心
と
な
っ
て

お
茶
を
立
て
た
。

第
五
回：

｢

子
育
て
講
話｣

本
学
名
誉
教
授
の
松
尾
恒
子
先
生
に
出
講

し
て
い
た
だ
き
、｢

甘
え
と
自
立｣

を
テ
ー
マ
に
子
育
て
に

つ
い
て
話
し
合
っ
た
。

前
期
・
後
期
、
各
全
五
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
参
加
者
か
ら
、
同

じ
立
場
に
あ
る
人
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
や
悩
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
け
る
こ
と

が
自
分
の
支
え
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。
グ
ル
ー

プ
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
、
参
加
者
同
士
の
関
係
が
深
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、

ま
た
今
年
度
は
特
に
前
年
度
か
ら
参
加
者
の
顔
ぶ
れ
が
同
じ
で
あ
っ
た
こ

と
も
、
グ
ル
ー
プ
が
支
え
と
感
じ
ら
れ
る
大
き
な
要
因
に
な
っ
て
い
た
よ

う
で
あ
る
。

一
方
の
プ
レ
イ
グ
ル
ー
プ
ど
ん
ぐ
り
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぼ
毎
回
参
加
し

て
い
た
子
ど
も
は
二
人
で
、
そ
こ
に
と
き
ど
き
他
の
子
が
入
る
と
い
う
状

況
で
あ
っ
た
。

興
味
深
か
っ
た
の
は
、
一
歳
す
ぎ
の
女
児
で
あ
る
。
前
年
度
か
ら
母
親

と
別
れ
る
た
び
に
泣
き
、
今
年
度
も
当
初
は
開
催
時
間
の
ほ
と
ん
ど
を
泣

い
て
過
ご
し
、
泣
い
て
い
な
い
の
は
泣
き
疲
れ
て
寝
た
と
き
だ
け
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
あ
る
と
き
ふ
と
泣
き
な
が
ら
ス
タ
ッ
フ
の
顔
色
を
う
か
が
っ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。
い
つ
の
間
に
こ
ん
な
余
裕
が
生
ま
れ
て
き

た
の
だ
ろ
う
、
と
不
思
議
に
思
っ
て
い
る
と
、
次
の
回
以
降
は
、
母
親
と

別
れ
る
と
き
に
若
干
声
を
上
げ
る
だ
け
に
な
り
、
残
り
の
時
間
を
遊
ん
で

過
ご
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
最
終
的
に
は
、
母
親
に
手
を
振
っ
て
別
れ
る

こ
と
が
で
き
、
時
間
中
も
泣
く
こ
と
は
な
く
な
り
、
他
児
と
遊
ぶ
こ
と
も

増
え
て
き
た
。
子
ど
も
の
成
長
が
そ
の
よ
う
に
さ
せ
た
と
い
う
要
因
も
大

き
い
だ
ろ
う
が
、
ス
タ
ッ
フ
の
か
か
わ
り
、
か
か
わ
り
な
が
ら
の
子
ど
も

の
状
態
の
推
測
も
一
役
買
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ら
れ
た
。
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四

お
わ
り
に

以
上
、
今
年
度
の
子
育
て
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
の
報
告
を
行
っ

た
。来

年
度
も
引
き
続
き
地
域
の
子
育
て
支
援
を
行
う
場
、
臨
床
心
理
士
に

よ
る
地
域
貢
献
の
場
と
し
て
、
各
種
の
活
動
を
続
け
て
ゆ
く
所
存
で
あ
る
。

(

新
道

賢
一
・
岩
本

沙
耶
佳)
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学
生
相
談
室
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
度
よ
り
人
間
科
学
研
究
所
と
の
共
同

研
究
事
業
と
し
て
、
園
芸
療
法
活
動
を
研
修
会
と
学
生
向
け
の
グ
ル
ー
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
二
本
立
て
で
実
施
し
て
き
た
。
研
修
会
は
、
残
念
な
が
ら

こ
こ
数
年
開
催
で
き
て
い
な
い
。
主
な
理
由
と
し
て
は
、
予
算
と
外
部
講

師
と
の
日
程
調
整
の
難
し
さ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
園
芸
の
専
門
家
か
ら
話
を

聞
か
せ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
園
芸
療
法
に
関
す
る
知
見
を
深

め
る
良
い
機
会
と
な
る
の
で
、
今
後
も
あ
き
ら
め
ず
に
開
催
す
る
努
力
を

続
け
た
い
。
以
下
、
学
生
向
け
の
園
芸
活
動
を
中
心
に
報
告
す
る
。

学
生
相
談
室
で
は
毎
週
金
曜
日
の
午
後
に
、
学
生
向
け
に

｢

金
曜R

e

ア
ワ
ー｣

と
い
う
自
由
参
加
型
の
グ
ル
ー
プ
を
開
催
し
て
お
り
、
そ
の
中

で
季
節
に
合
わ
せ
て
園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
導
入
し
て
い
る
。
今
年
は
、

前
・
後
期
合
わ
せ
て
計
三
回
実
施
し
て
い
る
。
内
容
は
、
プ
ラ
ン
タ
ー
で

の
野
菜
作
り

(

五
月)

、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
と
試
食

(

一
一
月)

、
ク
リ

ス
マ
ス
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

(

一
二
月)

で
あ
る
。
ま
た
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
以

外
に
、
春
休
み(

二
月
末)

に
ス
タ
ッ
フ
が
春
の
草
花
の
寄
せ
植
え
を
行
っ

た
。
実
際
作
業
し
た
の
は
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
が
、
入
学･

進
学
の
時
期
に

合
わ
せ
て
寄
せ
植
え
を
相
談
室
内
や
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
用
意
で
き
た
。
そ

の
春
の
花
々
が
来
室
者
を
歓
迎
す
る
か
の
よ
う
に
四
月
に
満
開
に
な
り
、

新
入
生
や
来
室
し
た
学
生
に
春
と
い
う
季
節
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
が

で
き
た
。
こ
の
よ
う
に
、
生
き
た
植
物
を
相
談
室
ス
ペ
ー
ス
に
飾
り
、
季

節
を
視
覚
や
臭
覚
な
ど
五
感
で
味
わ
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
、
園
芸
療
法
の

う
ち
だ
と
考
え
る
。

前
年
に
引
き
続
き
、
五
月
に
プ
ラ
ン
タ
ー
で
の
野
菜
づ
く
り
と
寄
せ
植

え
を
行
っ
た
。
作
業
場
所
・
設
置
場
所
は
、
学
生
の
目
に
触
れ
や
す
く
日

当
た
り
の
よ
い
一
八
号
館
入
口
の
駐
車
場
で
あ
る
。
今
年
は
、
オ
ク
ラ
、

き
ゅ
う
り
、
ト
マ
ト
の
苗
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
た
。
気
候
が
よ
い
こ
と

も
あ
り
、
苗
は
ず
ん
ず
ん
成
長
し
大
き
な
野
菜
を
実
ら
せ
た
。
七
月
に
は
、

毎
週
ラ
ン
チ
ア
ワ
ー
に
て
サ
ラ
ダ
に
し
て
試
食
で
き
た
。(

ラ
ン
チ
ア
ワ
ー

と
は
昼
休
み
に
学
生
相
談
室
の
サ
ロ
ン
室
で
学
生
と
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
が
昼

食
を
持
ち
寄
り
、
一
緒
に
ご
飯

を
食
べ
る
催
し
で
あ
る
。)

学

生
の
持
参
す
る
昼
食
は
さ
ま
ざ

ま
で
、
手
作
り
弁
当
も
あ
れ
ば

お
に
ぎ
り
や
パ
ン
、
カ
ッ
プ
麺

な
ど
炭
水
化
物
だ
け
の
こ
と
も

あ
る
た
め
、
無
農
薬
野
菜
の
サ

ラ
ダ
は

｢

野
菜
不
足
に
な
り
が

ち
だ
か
ら
嬉
し
い
。｣

と
学
生

た
ち
に
は
大
変
好
評
で
あ
る
。

一
方
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
の
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植
え
付
け
は
、
グ
ル
ー
プ
時
間
内

に
で
き
な
か
っ
た
の
で
、
グ
ル
ー

プ
が
終
わ
っ
た
後
で
ス
タ
ッ
フ
が

行
っ
た
。
例
年
サ
ツ
マ
イ
モ
は
豊

作
な
の
だ
が
、
今
年
の
収
穫
量
は

非
常
に
少
な
く
、
個
々
の
サ
イ
ズ

の
小
ぶ
り
で
、
残
念
な
結
果
と
な
っ

た
。
今
年
の
夏
は
、
例
年
に
比
べ

て
降
水
量
が
多
く
、
日
照
時
間
が

短
か
っ
た
こ
と
が
原
因
だ
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
、
昨
年
畑
の
土
を

入
れ
替
え
た
の
だ
が
、
栄
養
が
不

足
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

来
年
度
、
畑
栽
培
で
出
来
る
工
夫

と
し
て
栄
養
豊
か
な
土
壌
作
り
に

力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。
昨
年
に

引
き
続
き
畑
作
業
に
参
加
す
る
学

生
た
ち
の
中
に
は
、｢

去
年
行
っ

た
畑
作
業
が
楽
し
か
っ
た
か
ら
来

ま
し
た
。｣

と
い
う
人
が
い
て
嬉

し
く
思
う
反
面
、
あ
ら
か
じ
め
畑

作
業
は
参
加
し
な
い
と
意
思
表
示

を
す
る
人
も
い
た
。
畑
で
の
農

作
業
は
、
普
段
使
わ
な
い
筋
肉

を
使
い
、
汗
を
か
き
、
服
や
靴

を
汚
し
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な

い
。
そ
う
い
う
行
為
を
敬
遠
す

る
学
生
に
、
い
か
に
自
然
に
触

れ
る
体
験
を
提
供
し
て
い
く
か

は
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
な

る
だ
ろ
う
。
収
穫
量
は
少
な
か
っ

た
が
、
十
月
末
に
収
穫
と
試
食

を
、
十
一
月
中
旬
に
サ
ツ
マ
イ

モ
を
使
っ
た
調
理
を
、
な
ん
と
か
グ
ル
ー
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
実
施
で

き
た
。
収
穫
当
日
は
ふ
か
し
イ
モ
を
、
調
理
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
時
に
、
ス
イ
ー

ト
ポ
テ
ト
風
ク
ッ
キ
ー
を
作
り
、
試
食
し
た
。
今
年
の
サ
ツ
マ
イ
モ
は
小

ぶ
り
だ
っ
た
が
、
幸
い
な
こ
と
に
甘
み
が
強
く
、
ど
の
料
理
も
お
い
し
く

仕
上
が
り
、
試
食
は
大
成
功
だ
っ
た
。
対
人
関
係
が
苦
手
な
学
生
た
ち
が
、

農
作
業
と
調
理
実
習
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
活
動
を
通
じ
て
お
互
い
の
距
離
を

近
く
し
て
い
く
様
子
も
見
ら
れ
、
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。

十
二
月
に
は
ク
リ
ス
マ
ス
に
ち
な
ん
だ
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
を
製
作
す
る

予
定
で
あ
る
。
今
回
も
、
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ヒ
バ
の
木
な
ど
季
節
の
草

花
の
寄
せ
植
え
と
、
昨
年
と
同
様
、
一
人
一
本
ず
つ
花
を
選
び
、
順
番
に
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写真④ サツマイモの収穫 今年は不作…
(2014年10月31日)

写真③ ランチアワーで試食 (2014年 7 月 7 日) 写真② 夏野菜の収穫 (2014年 7 月 7 日)



オ
ア
シ
ス
に
さ
し
て
い
く
共
同
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
制
作
な
ど
を
計
画
し

て
い
る
。

園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
生
き
た
植
物
を
扱
う
難
し
さ
を
伴
う
た
め
、

準
備
や
手
入
れ
に
か
か
る
ス
タ
ッ
フ
の
負
担
は
大
き
い
。
天
候
に
左
右
さ

れ
、
今
回
の
よ
う
に
思
う
よ
う
な
収
穫
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
し

か
し
、
園
芸
活
動
を
通
し
て
、
対
人
関
係
が
苦
手
な
学
生
同
士
が
互
い
に

少
し
ず
つ
心
を
開
い
て
い
く
様
子
を
見
て
い
る
と
、
植
物
の
持
つ
成
長
力
、

治
癒
力
を
実
感
す
る
こ
と
が
多
い
。
今
後
も
自
然
に
触
れ
合
う
機
会
を
提

供
す
る
場
と
し
て
、
学
生
相
談
室
と
い
う
限
ら
れ
た
場
で
で
き
る
工
夫
を

模
索
し
な
が
ら
、
園
芸
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
て
い
き
た
い
。

(

渡
里

千
賀)
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